
令和5年3月13日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用し
た。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：支援の必要な生徒に対して部会を通じて全体で情報共有し、組織的に対応した。

３：支援の必要な生徒に対して部会で情報共有し、組織的に対応した。

２：支援の必要な生徒に対して部会で情報共有したが、組織的な対応が十分にできな
かった。

１：支援の必要な生徒に対しての情報共有や組織的な対応が十分にできなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全学級で行った。

３：８０％以上の学級で行った。

２：６０％以上の学級で行った。

１：取り組んだ学級は６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：毎週実施した。

３：２週に１回実施した。

２：１月に１回実施した。

１：学期に１回実施した。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

１：

７０％
　未
満 Ｄ

4

「学校では、いじめを防止し一人一
人の人権を大切にする指導をしてい
る。」の問いに対して肯定的評価の
割合は、９１．４％、「職場体験、進路
学習など将来のことや進学のことを
指導してくれる。」の問いに対して肯
定的評価の割合は、９６．６％で、昨
年度の回答より１．９％上昇した。
人権教育と生活指導に関連を持た
せ、校則改定・制服改定を実施し
た。
コロナ渦で制限はあったが、地域社
会の御協力を得て、職場体験実習
を３日間実施することができ、働くこ
と、社会貢献に関する意識が高まっ
た。
生徒一人１台端末の学習利用が定
着し、調べ学習や探求的な学習を効
果的に進めることができた。今後も、
ICT機器を有効に活用しながら、生
徒の学ぶ意欲を高め、魅力的な授
業の展開を図っていく。
人権教育については、日々の学校
生活において、認め、褒め、一人一
人の個性を生かし、自己肯定感を高
めていく。

Ａ 7

・コロナの影響でマスク生活や対面活動の制限もありコミニュケー
ションが難しい時期もありましたが徐々に戻りつつほっとしていま
す。

・この地域だからこそ実施できることを実現してほしい。例えば大
使館の方を招いてその国のことなどを聞いたり生きた語学も学べ
ると思う。

・多様性が当たり前になるこれからの時代に向け「人権教育資料
等を活用した授業」の実施を全教員でおこなってください。

・いじめ防止、人権教育は非常に大切な取組だと考えます。学校
の取組を生徒が肯定的に評価しているのは良かったと思う。

・制服改定をされたとのことだが、どのような改定なのかホーム
ページで紹介いただきたい。

・先生方の評価から判断できるように生徒たちにも充分指導の効
果があると思います。

・端末を使った調べ学習は効率的で、今の世の中に欠かせない物
だと思いますが図書室などでじっくり本を手にとって調べる時間も
作っていただいて感性を豊かにしてほしいと思います。

・読み聞かせに伺っていつも思うのですが真剣に耳を傾けてくれ
てとてもうれしいです。

・職場体験や出前授業といった学びの機会があり子どもたちの知
識や経験を広げたり深めたりすることにつながっていると考えてい
ます。

論理的、科学的な思考力の育成を目指
し、「おおたのものづくり」を生かした体験
活動や理数授業等を実施する。

3
３：

８０％
　以
上 Ｂ 2

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

3

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、情
報活用能力、
ともに生きる
力等、これか
らの社会の変
化にしなやか
に対応する子
どもの力と自
信を身に付け
ます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

意識調査
　「学校では、いじめを
　防止し一人一人の人
　権を大切にする指導
　をしている。」
　「職場体験、進路学習
　など将来のことや進学
　のことを指導してくれ
　る。」
　項目の肯定的回答の
　割合

４：

９０％
　以
上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進
を目指し、人権教育資料等を活用した授
業を実施する。

3

4

「規律を守り、真面目に学校生活
を送っている。」の問いに対して
肯定的評価の割合は、９８．４％
で、昨年度より６．７％上昇して
いる。とても高い数値を示してい
る。
本校では、校務分掌内に教育相
談部を設立し、スクールカウンセ
ラー、特別支援教室専門員、巡
回心理士と連携し教育相談の充
実と研究を行っている。
問題解決に向けて、学校生活調
査（メンタルヘルスチェック）の結
果よりストレス症状のみられる生
徒に対して組織的に早期に対応
することができている。
生徒会が中心となり、ボランティ
ア活動の企画立案を行い、社会
のルールや学校のきまりなどを
守ろうとする意識を高めている。

4

4

3

4

「生徒の興味・関心をもったり、
やる気が出るような授業の工夫
をしている。」項目の肯定的回答
の割合は、９０．６％であった。作
年度より、１．３％上昇した。
教員が、研究発表会等の研究・
研修の成果を、自身の授業改善
に生かすとともに、今年度は校
内研修会のテーマをICTを使
用した授業研究に設定し、ICT機
器を使用した効果的な授業につ
いての研究を深めた。
今後も、授業改善を進め、生徒
の興味関心を高め、魅力ある学
習環境を提供していく。

３：

８０％
　以
上

２：

７０％
　以
上

１：

７０％
　未
満

4

4

4

4

4

4

3

１：

７０％
　未
満

・規律を守るための規則は必要と思います。とはいえ、時代に合っ
た形で緩和させるといった事も、生徒たちには必要な時だと思い
ます。保護者との意見など相互に協力し合って進めていければと
思います。

・先生方が生徒一人一人に気を配り、ちょっとした変化に気づき、
チームで対応していることが生徒の心身の安定につながっている
と思います。

・大変抽象的な内容で数字として出てくることは無いと思う。それ
だけに、その結果は、各自の心の中で長い年月をかけて表れると
思うので、先生方のお人柄が大変物を言うと思う。

・学校を訪問すると生徒から気持ちの良い挨拶をかけられ清々し
い気持ちになります。今後とも是非続けて広げていただきたいと
思います。

・中学生は悩みの多い時期で有り、教育相談部を中心とした体制
は素晴らしいことだと考えます。教育相談が中心になると思います
が、家族や友人との関係、将来に対する悩みも含め生徒たちが一
人ではない、支える方がいるという思いを持てるようにしていただ
きたいです。

・在校生の保護者と半紙をする機会があり、我が子が通っていた
ときと同様の相談が行われていることを確認いたしました。変わら
ぬ御指導に感謝します。

・教育相談部の活用によって、先生方の連携が取れているのは素
晴らしい事だと思います。今後は保護者や学校支援地域本部との
連携も探っていけたら良いと思います。

・陸上での活躍は素晴らしいことでした。今後についても部活動の
外部指導員対応といった取組で、体力や技術の向上ができれば
と思っています。

・どんな成績がでるかではなく、スポーツをすることが嫌いになら
ないような生活習慣をまず身に付けてほしい。スポーツに優れて
いる人は、それを伸ばせる環境を作ってほしい。

・今年度は、特にスポーツの活躍が目立っていたように感じます。
生徒数が少ないことを逆に生かして、より活発な活動を期待して
います。

・部活動が成立しにくいほど少人数になってしまっている現状を踏
まえ、１日１０分で良いので、全員で取り組むことのできる運動が
できないでしょうか。楽しみながら身体を動かすダンスでも良いの
で、生徒からアイデアを募集してはいかがでしょうか。

・学校の様子は田園調布中だよりを送っていただくのでよく分かり
ありがたいです。大変でしょうが、HPをもう少し更新していただけ
るとありがたいと思います。
・運動会の様子を拝見し競技に取組む姿勢、応援態度、裏方の動
き、どれも素晴らしく感動しました。

・学校の設備もかなり古くなってきました。１００周年をまたずとも
新校舎が望まれます。

・先生方のご尽力は日々、目にしていますがこの世の中に安心は
なく、常に目を光らせる必要があると思います。

・生徒会ボランティア活動など、生徒が主体的に取り組むこと事
が、とても大切な時期だと思います。その道筋を先生方がつけてく
ださり、大変ありがたいです。今後もよろしくお願いします。

・子どもたちがあることに出会ったことから聖域となり、将来の方向
を決めることも多くあります。先生方が鍛え方を工夫されたりする
ことは重要ですが、外部講師を招いて、その方が研究されている
こと、仕事をしていること等に触れる機会があったら良いかと思い
ます。

・先生方も手応えを感じているから、１．３％の上昇があったので
しょう。変わらぬ御指導をお願いいたします。

・先生方は、生徒の学ぶ環境づくりを常に考えてくださっていると
思います。学校を訪ねるたびに学校の落ち着いた雰囲気がよく伝
わってきます。

4

4

・現在の成績だけではなく、将来の伸びしろを見て指導をしていた
だけるとありがたいです。とはいえ、個別指導は先生方の負担も
大きいので家庭と協力して取り組めるようにしていきたいです。

・人は何故、勉強するのかという根本を理解して自ら学びたい気
持ちになれると良いと思う。

・田園調布中らしい、分かりやすい習熟度に合わせた授業や補習
教室をより進めてください。

・学習カルテを生徒一人一人に対してつける取組は、生徒と先生
方とのコミュニケーションにとっても有効なことだと思います。生徒
一人一人に目配せできるのは少人数の田園調布中ならではの良
さ、きめ細かい指導をお願いします。

・通常の授業だけでも大変なのに配信を設けていただけることに
感謝いたします。

・学校公開で授業を拝見すると、積極的に発言する生徒が多く、
真剣に取り組む姿勢が素晴らしいと思います。

「授業はわかりやすい。」　「まじ
めに授業に取り組んでいる」の
項目の肯定的回答割合は、９５．
２％であり、昨年度より０．４％上
昇した。
魅力のある、わかりやすい授業
が展開できるように、授業改善
推進プランに基づき、教員の授
業力向上を目指す。
土曜日補習教室を年６回実施
し、習熟度に不安のある生徒の
更なる基礎基本の定着を図る。

7

2

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

4

4

4

数学到達度をステップ学習チェックシート
で児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による数学・英語の補習を
実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

東京２０２０大会のレガシーを引き継ぎ、
生徒の共生社会への理解促進を図り、オ
リンピックパラリンピック教育の充実を図
る。

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施す
る。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行
う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等
を通して、児童・生徒や保護者に対し、望
ましい生活習慣についての意識啓発を行
う。スポーツに親

しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上な
ど、生涯にわ
たって健康増
進を図る意識
の向上をめざ
します。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見等のための取
組を実施する。

教育相談部を活用し、特別な支援を必要
とする生徒情報の共有と適切な支援を行
う。

生徒が安全・
安心に学校生
活を送るため
に、教員の指
導力向上と良
質な教育環境
をつくります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内研
修等を実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授
業改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした
「食育」を推進する。

道徳授業を更に充実させるために、道徳
委員会を実施し授業の進行管理や教材
の開発等を行う。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に生徒と面談し、一人ひ
とりの学習のつまずきや学習方法につい
て、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高め
る。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）
の結果よりストレス症状のみられる児童・
生徒に対して組織的に対応する。

4

3

4

Ａ

生徒一人ひと
りの学ぶ意欲
を高め、確か
な学力を定着
させます。

4

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

１：

７０％
　未
満

4

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

3

２：

７０％
　以
上

１：

７０％
　未
満

学校支援地域本部と連携するなどして、
地域力を生かした特色ある教育活動を実
践する。

B

３：

８０％
　以
上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

「保護者会や学年懇談会、学校・
学年だよりなどを通し、教育方針
や学校の情報をわかりやすく伝
えている。」項目の肯定的回答
の割合は、９６．８％であった。
「学校行事、学校公開週間、授
業参観など学校を公開する機会
を設けている。」項目の肯定的回
答の割合は、１００％であった。
コロナ渦で制限があったが、年３
回の土曜公開授業や行事の人
数制限無しの参観を実施し、生
徒の活動する様子を見ていただ
くことができた。学校便り、学年
通信を計画的に作成、発行して
情報の提供に努めることができ
た。今後は、更にホームページを
充実させ、学校公開・情報提供
に努める。

・グリーンフェスタといった地域のイベントでのボランティア活動な
ど感謝しています。子どもたちが無理や無茶をせず楽しみながら
参加していただけるように取り組みたいと考えています。

・学校行事やお便り、地域のイベントなどで生徒と交流したり、様
子をしることでき、大変明るく素直な子が多いと感じます。学校と
家庭が良い連携がとれていることなのだと感じます。

・全項目でBを付けて申し訳ございません。全ての学校生活を拝
見していない以上Aを付けるのは無理です。学校、先生方の意欲
もご努力もしっかり感じていますので先生方の心の中で評価して
いただければベストだと思います。

・今年度は、職場体験や修学旅行、体育祭など、ほぼ行事ができ
たと思います。これもこれまで先生方が色々考えながら対応して
いただいたからだと感じます。本当にありがとうございます。

・学校便りは丁寧で分かりやすいコミュニケーションツールで素晴
らしい。しかし、学校のホームページは学校便り以外の更新は数
年行われておらず、調布地区７校の中で最も印象が低い。父兄、
地域の方々、そして田調中に関心を持っている方々に学校の素
晴らしさが伝わらない。早急に更新を行っていただきたい。

・学校便りをいただくので学校の様子がよく分かります。感謝いた
します。

・学校便りは、毎回楽しみに拝見しています。イキイキした学校生
活の様子をHPに掲載し、多くの方々に知っていただければ嬉しい

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

8

1

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の
変容等の具体的な資料を作成して、評価に必
要な学校の情報を適切に提供し、適正な評価
を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本
情報、児童・生徒の活動情報等をホームペー
ジ等で公開及び更新することにより、積極的
に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・地
域が担う役割
などを明確に
し、地域に開
かれた教育の
実現を目指し
ます。また、相
互の連携を深
め、子どもを
育てる仕組み
を作ります。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

学校関係者記入欄

8

1

令和４年度　大田区立田園調布中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希望
に満ちた豊か
な心をはぐく
みます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

〔出身小学校〕　①田園調布小学校　②調布大塚小学校　③東調布第一小学校　その他
〔学級数・生徒数〕　通常級　６学級（各学年２学級）　全校生徒数１５８名（令和４年５月現在）
〔生徒の様子〕素直な生徒が多く学習意欲が高い。音楽、スポーツ、語学などで優れた才能を持つ生徒がおり、学校内の活動で能力を発揮している。基本的な生活習慣や身だしなみ、規範意識などが身についている生徒が多い。
〔地域の様子〕閑静な落ち着いた住宅街に位置し、教育環境には恵まれている。保護者の教育に対する意識も高く、関心や期待も高い。また、学校の教育活動に協力的で、様々な場面で理解と協力を得られている。

意識調査
　「規律を守り、真面目
　に学校生活を送って
　いる。」
　
　項目の肯定的回答の
　割合

意識調査
　「保護者会や学年懇
　談会、学校・学年だ
　よりなどを通し、教育
　方針や学校の情報を
　わかりやすく伝えてい
　る。」
　「学校行事、学校公
　開週間、授業参観な
　ど学校を公開する機
　会を設けている。」

　項目の肯定的回答の
　割合

目標に対する成果指標

２：

７０％
　以
上

４：

９０％
　以
上

4

8

1

8

Ｂ

３：

８０％
　以
上

２：

７０％
　以
上

４：

９０％
　以
上

４：

９０％
　以
上

３：

８０％
　以
上

２：

７０％
　以
上

２：

７０％
　以
上

１：

７０％
　未
満

B

　「学校は、行事や委員会活動、
部活動などを通し、生徒の個性
や能力を伸ばすよう指導してい
る。」項目の肯定的回答の割合
は、８７．７％であった。
コロナ渦において、行事や委員
会活動で、多くの規制や制限が
設けられた。感染症対策を十分
に行いながら、通常の教育活動
に戻し、行事や委員会活動、部
活動などを通し、生徒の個性や
能力を伸ばすよう指導していく。

意識調査
　「生徒の興味・関心を
　もったり、やる気が出
　るような授業の工夫
　をしている。」
　項目の肯定的回答の
　割合

意識調査
　
　「学校は、行事や委
　員会活動、部活動な
　どを通し、生徒の個
　性や能力を伸ばすよ
　う指導している。」
　項目の肯定的回答の
　割合

Ａ

意識調査
　「授業はわかりやす
　い。」
　「まじめに授業に取り
　組んでいる」
　項目の肯定的回答
　の割合

1

Ｃ

Ｄ

４：

９０％
　以
上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

Ｃ

Ａ

４：

９０％
　以
上

Ｄ

３：

８０％
　以
上


